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９．ナシの腋芽の長さによる花芽の判定（技術）

[要約]
幸水、豊水、新高において、発育枝の腋芽の長さからその芽が花芽であるか否

かを判定することができる。
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[背景・ねらい]
ナシの芽は花芽と葉芽の混合芽である。花蕾を保有する芽は花芽、花蕾を保有し

ない芽は葉芽と呼ばれ、花芽の方が葉芽より大きいとされているが、実測した例は

無い。せん定に当たっては花芽を一定数以上残す必要があり、特に幸水のような花

芽確保が困難な品種では、花芽か否かの判断が収量に大きく影響する。

そこで、花芽の判定が困難な発育枝の腋芽について、その長さによる花芽の判定

法を検討する。

[成果の概要・特徴]
１．花芽か否かの判定は、腋芽の横幅より縦の長さを測定する方が容易であった

（データ省略 。）

２．発育枝の花芽分化に影響する７、８月の日照時間は、平成11年が約300時間、

平成13年が約400時間で差が大きかった（表３ 。しかし、花芽（花蕾保有率80％以）

上）の長さの最低長は、平成13年の方が平成11年より平均で１mm長い程度であり、年次

差は小さかった（表１ 。）

３．花芽分化は11月には既に終了しているが、11月から３月にかけて芽が発育する

ため、時期が遅いほど花蕾を有する最低長が長くなった（表２ 。）

４．11月では、幸水は９mm以上、豊水は10mm以上、新高は７mm以上の腋芽が80％以上の

確率で花芽であった（表２ 。）

５．１月では、幸水は９mm以上、豊水は11mm以上、新高は８mm以上の腋芽が80％以上の

確率で花芽であった（表２ 。）

６．３月では、幸水は10mm以上、豊水は12mm以上、新高は11mm以上の腋芽が80％以上の

確率で花芽であった（表２ 。）

以上の結果から、幸水、豊水、新高において、発育枝の腋芽の長さを測定するこ

とでその芽が花芽か否かを判定することができる。

[成果の活用面・留意点]

１．花芽の多少を簡易に判定することができる。

２．花芽数を確実に把握しながらせん定を行うことが可能である。

３．花芽は冬季間も発育するので、時期により基準を変えて判定する。



[具体的データ]

表１ 花蕾保有率と芽の長さとの関係（11月調査）

年次 花蕾保有率別芽の長さ品種

80～100％0～19％ 20～79％

9.0mm～幸水 平成11年 ～ 7.9mm 8.0～ 8.9mm

10.0mm～平成13年 ～ 7.9mm 8.0～ 9.9mm

10.0mm～豊水 平成11年 ～ 8.9mm 9.0～ 9.9mm

10.0mm～平成13年 ～ 8.9mm 9.0～ 9.9mm

7.0mm～新高 平成11年 ～ 5.9mm 6.0～ 6.9mm

8.0mm～平成13年 ～ 6.9mm 7.0～ 7.9mm

表２ 花蕾保有率と芽の長さの季節変化（平成11年度）

時期 花蕾保有率別芽の長さ品種

80～100％0～19％ 20～79％

9.0mm～幸水 11月 ～ 7.9mm 8.0～ 8.9mm

9.0mm～１月 ～ 7.9mm 8.0～ 8.9mm

10.0mm～３月 ～ 8.9mm 9.0～ 9.9mm

10.0mm～豊水 11月 ～ 8.9mm 9.0～ 9.9mm

11.0mm～１月 ～ 9.9mm 10.0～10.9mm

12.0mm～３月 ～10.9mm 11.0～11.9mm

7.0mm～新高 11月 ～ 5.9mm 6.0～ 6.9mm

8.0mm～１月 ～ 6.9mm 7.0～ 7.9mm

11.0mm～３月 ～ 6.9mm 7.0～10.9mm

表３ 発育枝の花芽分化に影響を及ぼす
a)７，８月の日照時間(hr)

合計年次 ７月 ８月

306.4平成11年 161.6 144.8

403.7平成13年 184.9 218.8

329.2平成元～10年平均 156.5 172.7
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図１ 花芽の長さの測定位置
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